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　１２月定例会における各議案の案件名と議決結果は次のとおりです。

１２ 月 定 例 会 １２月４日～１２月１８日
（１５日間）

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　予　算　議　案
議案第５６号 令和５年度井原市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

（全会一致）

議案第５７号 令和５年度井原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
（全会一致）

議案第５８号 令和５年度井原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
（全会一致）

議案第５９号 令和５年度井原市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
（全会一致）

議案第６０号 令和５年度井原市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
（全会一致）

　　予　算　議　案（追　加　議　案）
議案第７２号 令和５年度井原市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

（全会一致）

議案第７３号 令和５年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案
議案第６１号 井原市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

（全会一致）

議案第６２号 井原市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第６３号 井原市会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案第６４号 井原鉄道株式会社が所有し、又は使用する固定資産に対する固定資産税及び都市計画税の課
税免除に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第６５号 井原市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

原案可決
（全会一致）

議案第６６号 井原市美星地区畑地かんがい施設条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第６７号 井原市水道事業、工業用水道事業及び簡易水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正す
る条例について

原案可決
（全会一致）

議案第６８号 井原市水道企業職員の給与等の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第６９号 井原市病院企業職員の給与等の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案（追　加　議　案）
議案第７４号 井原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

（全会一致）

議案第７５号 井原市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

　　そ　の　他
議案第７０号 井原市星の郷観光センターの指定管理者の指定について 原案可決

（全会一致）

議案第７１号 工事請負契約の変更について 原案可決
（全会一致）

　　請　願・陳　情
請願第　２号 再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書提出に関する請願について 不 採 択

（賛成少数）

・議案第５６号　令和５年度井原市一般会計補正予算（第５号）について
　◎補正額　　　　　　　　　　△９，２１０万円
　◎補正後の予算総額　　２２５億１，１８０万円（前年同期比１１．１％減）

■歳出の主なもの
各費目　　　　人件費（特別職・一般職・会計年度任用職員）	 △６，００９万３千円
総務費　　　　地区集会所等施設整備事業補助金	 ３３万１千円

≪次のページへつづく≫

１２月市議会定例会において審議された主な議案の概要について１２月市議会定例会において審議された主な議案の概要について
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この案件に関して討論がありました。
討論の内容は、次のページをご参照ください。

民生費　　　　障害者福祉システム改修事業	 ５５０万０千円

農林水産業費　環境保全型農業直接支援対策事業補助金	 ２８万２千円

備中地域「晴苺」供給力強化事業費補助金	 １３万２千円

新規就農経営開始資金	 １５０万０千円

・議案第７２号　令和５年度井原市一般会計補正予算（第６号）について
　◎補正額　　　　　　　　　４億９，４８０万円
　◎補正後の予算総額　　２３０億０，６６０万円（前年同期比９．３％減）

■歳出の主なもの

民生費　　　　住民税非課税世帯臨時特別給付事業	 ３億３，３５０万０千円

エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた低所得世帯を支援するため、

令和５年夏以降一世帯当たり３万円を支給してきた「電力・ガス・食料品等価格高

騰重点支援地方交付金」の低所得世帯支援枠が追加的に拡大し、一世帯当たり

７万円を追加することで住民税非課税世帯一世帯当たり１０万円を目安に支援を

行うための補正予算が国会で成立したことに伴い、住民税均等割非課税世帯に対

して臨時特別給付金を支給する。

商工費　　　　飼料価格高騰緊急対策事業補助金	 ８，１１８万０千円

賃上げ促進設備導入補助金	 ４，０００万０千円

物価高騰対応等学校給食費支援金	 ４，０１２万０千円

学校給食費を全額支援することで、物価高騰等の影響を受けている保護者の経

済的負担の軽減を図るため、市内の幼稚園、小・中学校に通う園児、児童、生

徒の給食費（令和６年１月～３月分）を無償化する。

美星地区畑地かんがい揚水機場電気料金高騰対策事業	 ４４０万０千円

農林水産業費　美星地区畑地かんがい給水事業特別会計貸付金	 △４４０万０千円

賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況について賛否の分かれた案件に対する各議員の賛否の状況について

議決結果

各議員の表決結果
沖
久
　
教
人

三
宅
　
孝
之

多
賀
　
信
祥

柳
原
　
英
子

山
下
　
憲
雄

細
羽
　
敏
彦

西
村
慎
次
郎

荒
木
　
謙
二

柳
井
　
一
徳

惣
台
　
己
吉

三
宅
　
文
雄

坊
野
　
公
治

上
野
　
安
是

西
田
　
久
志

大
滝
　
文
則

宮
地
　
俊
則

佐
藤
　
　
豊

請願第　２号
再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改
正を求める意見書提出に関する請願に
ついて

不 採 択
（賛成少数） ⃝ ○ ⃝ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ － ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○

○＝賛成、●＝反対、△＝一部修正等、＊＝棄権、欠＝欠席、除＝除斥、－＝議長職（議長は採決に加わりません）

議員名

案件名
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◎賛成の討論◎賛成の討論　多賀信祥  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　委員長報告に賛成、「再審法改正」の意見書提出を求める請願に対し反対の立場で討論いたし
ます。
　判決が確定してしまった冤

えん
罪被害者を救う唯一の方法が再審請求であり、結果無罪が確定した

事例についても報道等により承知しているところです。
　しかしながら、今回の請願は多くの専門家が幾度となく協議を重ねてもなお結論に至らない大
変難しい問題です。実際にこのたびの総務産業委員会協議会の質疑においても、法改正後に予想
される弊害については想定できていないとのお答えもあったところです。もちろん冤罪をこの世
からなくしたいという思いは請願者と一緒でありますが、その専門家の方々がいまだ結論を出せ
ていない問題に同情心と聞きかじったにわか知識だけで判断することは無責任であり、地方議会
が判断することは困難であると考えます。
　請願者のお気持ちはお察しするところですが、この意見書提出には反対いたします。

◎賛成の討論◎賛成の討論　大滝文則  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　請願第２号　再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書提出に関する請願につい
て委員長報告に賛成の立場で討論いたします。
　まず、今回の請願は総務産業委員会へ付託した案件であります。
　付託とは審査を委ねる事です。議会として総務産業委員会へその是非を任せたのちに、決定し
た事に反対することにはならないと考えます。
　次に冤罪被害者を救うただ一つの方法が再審請求であり、現在の再審法（刑事訴訟法にある再
審についての定め）の問題については、法律の専門家の皆さんによって、長年にわたり、議論や
協議を幾度もされているとのことであります。
　今回の請願はこうした専門家が幾度も協議をされてもなお結論に至らない改正刑事訴訟法に関
する案件であります。

　冤罪被害はあってはならないと考えますが、専門家が幾
度も協議をされてもなお結論を出すことの出来ないような
複雑で難しい案件について、当面は専門家の判断を待つべ
きであり、ほとんど知見を持たない地方議会が一致した意
見として、立法府に対して意見書を提出することにはなら
ないと考えます。
　以上、請願第２号　再審法の改正を求める意見書提出に
関する請願については反対であり、委員長報告に賛成の討
論といたします。

≪次のページへつづく≫

１２月定例会における請願第２号に対して、以下の討論がありました。１２月定例会における請願第２号に対して、以下の討論がありました。
（発言を要約して掲載しています。発言の全文は、（発言を要約して掲載しています。発言の全文は、

井原市議会ホームページ令和５年１２月定例会の中に掲載しています。）井原市議会ホームページ令和５年１２月定例会の中に掲載しています。）

		請願第２号　再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書提出に関する請願について
（※請願第２号に関する討論は、いずれも委員長報告（不採択）に対して行われたものです。）
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◎反対の討論◎反対の討論　宮地俊則  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　請願第２号を採択すべきとの立場から討論いたします。
　この度の請願は以下の２点を求めています。
　１点目は検察・警察が持っている未開示の証拠を、裁判長の指示の有無にかかわらず、開示する法
制度に改正すること。これは裁判において検察側が都合のよい証拠のみを提出し、弁護側の請求には
拒否する事例が数多くあり、裁判所の命令なくしては提出されない証拠があるのは事実であります。
これを弁護側の請求にも証拠を提出し、公正・公平な裁判をするようにしましょう、との改定を求め
ているものであります。
　２点目は、再審開始の決定が出ても抗告により取り消し、この繰り返しで何十年という長きにわた
る裁判に翻弄されている人がいるという現実は決して好ましいものでは無く、裁判所による再審開始
が決定されれば、検察はそれに従うようにしましょう、との改定を求めているものであります。
　厚生労働省の局長であった村木厚子さんがある日突然、身に覚えのない容疑で逮捕・起訴されまし
た。村木さんは拘留され、厳しい取り調べにも無実を訴え続け、ようやく無罪となりました。ところ
がこれは後に検事が証拠であるデータを改ざんし、捏造していたというとんでもない事実が判明し、
村木さんの潔白が証明されました。
　このことを契機に「取り調べの可視化」が必要であるということから、２０１６年刑事訴訟法の改
正で、取り調べの録音・録画制度が定められました。このように現行の法制度は必ずしも完璧なもの
ではなく、改善しなければならない点もあると思います。
　今回の請願はこうした法制度の不備と思われることの是正を求めているのであり、具体的にどう是
正されるのか、また、是正することによって別の弊害や問題が出てこないか、などは法律の専門家に
委ねなければならないかとは思いますが、そうした声を国や政府に届けていくことは一地方議会とし
ても必要なことだと思います。

◎反対の討論◎反対の討論　柳原英子  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　不採択となったことに対して、反対の立場から討論いたします。
　「死刑、全く意外」「ああ、胸の張り裂ける思いがする。事件の真相は後世の歴史家が明らかにして
くれる。」
　大逆事件で死刑になった井原市高屋町の森近運平が判決直後に残した言葉です。
　委員会では、請願を不採択とした理由に「地方議会が口を出すことではない」という意見がありま
したが市民の声なき声をくみ取り、代弁するのが議員の役割だと思います。私たち井原の議員こそ、
「地方議会だから」と遠慮せず、「もの言えない社会」と闘うべきと考えます。冤罪事件は戦後だけで
も数多く、死刑確定後、再審無罪となった事件すらあります。	
　２００９年、厚生労働省の村木厚子局長が逮捕された事件は担当検察官の捏造が発覚し、無罪とな
りました。私たちは「専門家任せ」にせず、「自分事」として冤罪問題に向き合う必要があります。
　具体的な審理のあり方は裁判長の裁量に委ねられており、証拠開示の基準や手続きが明確でなく、
裁判所が再審開始後、決定を出しても、検察官が不服申立てを行い、冤罪被害者の速やかな救済が妨
げられています。
　ひとたび「犯罪者」として捕まれば、本人だけでなく家族にも長期にわたって大きな被害が及びま
す。これは森近さんの例を見ても分かることです。
　無実の人が処罰されることは絶対に許されません。冤罪事件が起きている現実がある以上、被害者
を速やかに救済する仕組みを整えなければなりません。
　「事件の真相は後世の人間が明らかにしてくれる」森近さんの言葉を胸に、この請願は採択すべき
ものと思います。
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い
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

国
に
声
を
上
げ
る
こ
と
は

議
会
と
し
て
不
合
理
な
も

の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

〈
請
願
第
２
号　

再
審
法

（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
）
の
改
正
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
今
回
の
請
願
内
容
は

法
改
正
だ
が
、
法
改
正
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え

ら
れ
る
課
題
や
問
題
点
は
。

Ａ
．
課
題
と
い
う
よ
り
は

そ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
法

改
正
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
何
か
弊
害
が
生
じ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
過
去
10
年
ぐ
ら
い
で

無
実
の
人
が
有
罪
と
な
っ

た
案
件
は
ど
の
程
度
あ
る

の
か
。

Ａ
．
東
京
電
力
女
子
社
員

て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
66
号　

井
原
市

美
星
地
区
畑
地
か
ん
が
い

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
70
号　

井
原
市

星
の
郷
観
光
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
〉

原
案
可
決

〈
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
つ
い
て
〉

　
本
市
が
実
施
し
て
い
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
昨
年
度
ま
で
の
成

果
や
今
年
度
事
業
の
現
状
、

今
後
の
展
開
等
に
つ
い
て
、

執
行
部
か
ら
説
明
を
受
け

た
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
丼ど
ん
ば
ら
し

原
市
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る

感
覚
は
あ
る
が
、
大
部
分

が
市
内
の
方
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
、

今
後
外
に
向
け
て
の
発
信

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
県
外
で
の
活
動
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
情
報
発
信
も
含
め

強
化
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
。

〈
本
市
に
お
け
る
法
令
遵

守
の
取
組
に
つ
い
て
〉

　
本
市
の
法
令
遵
守
の
取

組
と
し
て
、
不
正
行
為
の

防
止
や
組
織
内
の
透
明
性

の
確
保
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
対
す
る
備
え
等
に
つ
い

て
執
行
部
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

Ｑ
．
居
座
り
行
為
や
不
当

要
求
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
規
定
と
い
う
も
の
は

あ
る
か
。

Ａ
．
不
当
要
求
等
の
防
止

に
関
す
る
要
綱
を
定
め
て

お
り
、
こ
の
要
綱
で
不
当

要
求
等
に
対
し
て
組
織
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
定

め
て
い
る
。

Ｑ
．
先
進
地
で
は
条
例
の

制
定
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

設
置
し
、
法
令
遵
守
に
対

し
て
相
談
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
さ
れ
て
い
る
が
、

井
原
市
で
は
導
入
に
向
け

て
検
討
し
た
経
緯
は
あ
る

か
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
そ
う
い
っ

た
職
員
を
検
討
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
今
後
は
先
進

地
の
事
例
な
ど
を
参
考
に

研
究
し
て
い
き
た
い
。

総
務
産
業
委
員
会

12
月
13
日
開
催

反
対
討
論

協
議
会
で
の
請
願
者
等
に

対
す
る
質
疑

所
管
事
務
調
査

賛
成
討
論
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議
案
１
件

を
審
査

議
案
７
件

を
審
査

あ
っ
た
借
用
の
延
長
は
可

能
な
の
か
。

Ａ
．
岡
山
県
教
育
委
員
会

の
ほ
う
か
ら
借
用
に
当

た
っ
て
の
条
件
と
し
て
、

南
校
地
全
体
の
活
用
に
つ

い
て
の
方
向
性
の
検
討
と

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

せ
ば
、
改
め
て
岡
山
県
教

育
委
員
会
が
検
討
を
す
る

と
の
回
答
を
得
て
お
り
、

譲
渡
を
前
提
と
し
な
い
で

〈
議
案
第
57
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）〉原

案
可
決

〈
議
案
第
58
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
介
護
保
険
事

〈
井
原
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
（
保
険
事

業
勘
定
）
の
状
況
に
つ
い

て
〉

〈
し
尿
汲
み
取
り
料
金
に

つ
い
て
〉

〈
新
体
操
練
習
場
所
に
つ

い
て
〉

Ｑ
．
譲
渡
を
前
提
と
し
な

い
と
い
う
例
外
措
置
で

い
る
講
習
を
受
講
し
、
そ

の
後
に
行
わ
れ
る
テ
ス
ト

に
合
格
す
る
こ
と
等
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
こ
の
補
助
金
に
手
を

挙
げ
る
場
合
、
申
請
は
農

林
課
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

Ａ
．
農
林
課
に
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
事
業
要
件
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
等
、個
々

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
65
号　

井
原
市

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
56
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）〉

Ｑ
．
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
補
助
金

の
対
象
者
の
条
件
を
伺
う
。

Ａ
．
有
機
農
業
等
に
取
り

組
む
こ
と
、
国
の
定
め
て

借
用
の
延
長
は
可
能
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
．
利
用
料
に
つ
い
て
の

考
え
方
に
つ
い
て
。

Ａ
．
南
校
地
跡
地
は
、
井

原
市
が
岡
山
県
教
育
委
員

会
よ
り
無
償
で
借
り
受
け

て
お
り
、
市
の
行
政
財
産

で
は
な
い
た
め
、
使
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

〈
放
課
後
児
童
健
全
育
成

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
59
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
60
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
72
号　

令
和
５

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
井
原
市
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
で
統
合
と

な
っ
て
い
る
施
設
へ
の
対

応
に
つ
い
て
。

Ａ
．
児
童
ク
ラ
ブ
の
関
係

者
、
子
育
て
支
援
課
、
学

校
関
係
者
と
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
例
え
ば
中
学
校
区
で

１
運
営
委
員
会
が
３
つ
、

４
つ
の
施
設
を
見
て
い
く

年
度
井
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）〉

Ｑ
．
賃
上
げ
促
進
設
備
導

入
補
助
金
に
つ
い
て
、
賃

上
げ
率
を
1.5
％
以
上
と
し

た
理
由
は
。

Ａ
．
中
小
企
業
等
経
営
強

化
法
に
1.5
％
以
上
と
い
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
先
端
設
備
等
導
入

に
関
す
る
賃
上
げ
に
つ
い

て
こ
の
規
定
を
準
用
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
負
担
軽
減

に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

Ａ
．
現
時
点
で
、
簡
単
な

話
で
は
な
い
と
思
う
が
、

可
能
性
と
し
て
排
除
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
73
号　

令
和
５

年
度
井
原
市
美
星
地
区
畑

地
か
ん
が
い
給
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）〉

原
案
可
決

厚
生
文
教
委
員
会

12
月
12
日
開
催

予
算
決
算
委
員
会

12
月
14
・
18
日
開
催

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
に
関
す
る
報
告

（ 7 ）
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三み
や
け宅

　
孝た

か
し之

無
所
属

一一 般般 質質 問問

　

12
月
定
例
会
で
は
、

12
月
６
日
、
７
日
、
８

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

11
名
の
議
員
が
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
し
て
い
る
一
般

質
問
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
発
言
を
要
約
し
、

質
問
し
た
議
員
本
人
の

原
稿
に
基
づ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
井
原
市
議
会
で
は
、

一
般
質
問
の
模
様
を

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
配

信
し
て
お
り
、
各
議
員

の
ペ
ー
ジ
の
二
次
元

コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
）
か
ら

動
画
を
視
聴
で
き
ま
す
。

【質問者】
◆三宅孝之……ｐ .　８
◆佐藤　豊……ｐ .　９
◆山下憲雄……ｐ .　９
◆大滝文則……ｐ.１０
◆沖久教人……ｐ.１０
◆多賀信祥……ｐ.１１
◆坊野公治……ｐ.１１
◆柳原英子……ｐ.１２
◆宮地俊則……ｐ.１２
◆惣台己吉……ｐ.１３
◆柳井一徳……ｐ.１３

11
名
の
議
員
が
質
問

英
検
の
検
定
料
補
助
制
度
に
つ
い
て　

他
１
件

英
検
の
検
定
料
補
助
制
度
に
つ
い
て　

他
１
件

全
国
学
力
調
査
中
学

校
第
３
学
年
の
英
語

平
均
正
答
率
は
全
国
45
・

６
に
対
し
て
、
本
市
は
42
。

本
市
の
英
語
は
、
高
い
数

字
と
は
言
え
な
い
。
中
学

生
に
英
語
検
定
の
全
額
補

助
す
る
目
的
に
つ
い
て
伺

う
。

英
検
の
受
験
を
促
し
、

生
徒
の
英
語
力
及
び

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

全
国
学
力
調
査
か
ら

み
る
補
助
制
度
の
効

果
と
英
語
教
育
に
つ
い
て

伺
う
。学

力
調
査
か
ら
効
果

に
つ
い
て
は
明
確
に

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
検
定
合
格

を
目
指
し
て
学
習
す
る
こ

と
が
全
国
学
力
調
査
の
結

果
に
よ
い
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
受

験
補
助
対
象
を
中
３

か
ら
全
学
年
に
広
げ
て
制

度
改
善
を
し
た
が
、
多
く

の
生
徒
に
英
検
を
受
け
て

ほ
し
い
と
し
な
が
ら
、
受

験
割
合
が
１
～
２
割
程
度

で
は
効
果
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
。
そ
こ
で
、課
題・

実
力
テ
ス
ト
と
同
じ
よ
う

に
、
全
生
徒
が
放
課
後
で

は
な
く
校
内
で
取
り
組
ん

だ
ら
ど
う
か
。

英
検
が
任
意
の
も
の

な
の
で
難
し
い
。

課
題
テ
ス
ト・給
食・

修
学
旅
行
も
任
意
で

あ
り
強
制
で
は
な
い
。
小

学
生
へ
の
英
検
補
助
拡
大

に
つ
い
て
伺
う
。

現
時
点
で
英
検
５
級

は
小
学
校
の
学
習
内

容
よ
り
高
次
な
の
で
、
補

助
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
今
後
の

英
検
受
験
の
ニ
ー
ズ
や
英

検
の
試
験
内
容
等
の
状
況

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

中
学
校
３
年
生
ま
で

の
学
習
内
容
は
英
検

３
級
相
当
レ
ベ
ル
と
し
て

い
る
が
、
２
級
や
準
２
級

は
補
助
さ
れ
て
い
な
い
の

か
。

準
２
級
、
２
級
に
つ

い
て
も
補
助
し
て
い

る
。 答

問問

問問

問

答答

答答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。
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山や
ま
し
た下

　
憲の

り
お雄

無
所
属

佐さ

と

う藤
　
　
豊ゆ

た
か

公
明
党

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

本
市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
獣
害
対
策
の

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
獣
害
対
策
の

考
え
に
つ
い
て　

他
１
件

考
え
に
つ
い
て　

他
１
件

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
獣
害
対
策
の
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

獣
害
対
策
に
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
少
な
い
人
数
で
広
範

囲
の
対
策
を
可
能
と
す
る

効
果
が
あ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
捕
獲
従
事
者
の
安

全
確
保
や
、
音
声
、
赤
外

線
カ
メ
ラ
を
用
い
た
効
果

的
な
追
い
払
い
に
も
活
用

で
き
る
技
術
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
事
業
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
ド

ロ
ー
ン
操
作
に
関
わ
る
人

材
育
成
や
、
猟
友
会
を
は

じ
め
と
す
る
捕
獲
従
事
者

と
の
調
整
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
も
多
く
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は

国
や
県
の
補
助
制
度
や
他

の
自
治
体
の
先
進
事
例
な

ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、

問

目
指
し
た
取
組
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近

で
は
弓
道
体
験
や
酒
蔵
見

学
、
デ
ニ
ム
工
場
見
学
も

ガ
イ
ド
付
き
で
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
希
望
さ
れ

る
方
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
等
で

お
客
様
に
対
し
丁
寧
で
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
を
さ

れ
て
い
る
。
井
原
線
沿
線

観
光
連
盟
で
は
、
山
城

ガ
ー
ル
む
つ
み
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
戦
国
を

テ
ー
マ
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し

た
車
両
を
運
行
し
、ツ
ア
ー

に
は
多
く
の
歴
史
好
き
や

鉄
道
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ

た
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

む
つ
み
さ
ん
は
戦
国
時
代

の
高
屋
城
を
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
地
元
主
体
の

取
組
に
も
協
力
し
た
い
と

の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

専
門
家
か
ら
も
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

導
入
に
あ
た
っ
て
の
有
効

性
を
見
極
め
、
事
業
実
施

に
向
け
調

査
研
究
を

進
め
て
い

き
た
い
。

地
域
資
源
や
歴
史
を

活
用
し
た
観
光
振
興

に
つ
い
て
、
ま
た
、
近
隣

や
市
内
の
山
城
の
観
光
資

源
化
に
つ
い
て
伺
う
。

井
原
市
観
光
協
会
で

は
、
会
員
事
業
者
向

け
に
航
空
会
社
客
室
乗
務

員
を
招
い
て
の
お
も
て
な

し
向
上
研
修
会
の
開
催
や
、

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

向
け
の
星
空
案
内
人
養
成

講
座
の
開
催
、
講
義
内
容

を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
配
布

す
る
な
ど
、
知
識
の
習
得

と
ガ
イ
ド
能
力
の
向
上
を

答

問答

本
市
の
人
口
は
過
去

10
年
間
に
約
５
千

500

人
減
少
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
個
人
市
民
税
が
約

１
億
円
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て

納
税
義
務
者
は
約
700

人
減
少
し
た
が
課
税

対
象
と
な
る
所
得
金
額
の

増
加
や
復
興
増
税
の
実
施

に
よ
る
均
等
割
額
を
年
間

500
円
引
き
上
げ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
の
引
き
上
げ
措

置
の
終
了
や
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
な
ど
で
個
人
市

民
税
は
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

法
人
市
民
税
の
減
少

傾
向
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
と
平
成

25
年
度
を
比
較
す
る

と
約
６
千
500
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
い
る
。
納
税
義

務
者
数
は
87
法
人
増
加
し

問問

な
が
ら
、
本
市
独
自
の
宅

地
造
成
に
か
か
る
助
成
金

や
住
宅
新
築
補
助
金
な
ど

を
推
進
し
て
き
た
こ
と
で
、

新
た
な
宅
地
造
成
や
家
屋

の
新
築
な
ど
税
収
が
増
加

す
る
要
因
が
加
わ
っ
て
結

果
と
し
て
横
ば
い
状
態
に

な
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

都
市
計
画
税
に
つ
い

て近
年
総
額
約
１
億
５

千
万
円
で
推
移
し
て

い
る
。
過
去
５
年
間
の
事

業
内
容
は
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
都
市
計
画
事
業
に

お
け
る
起
債
の
償
還
金
に

充
て
て
い
る
。
都
市
計
画

税
が
目
的
以
外
の
経
費
に

流
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

て
い
る
。
平
成
31
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
り
地
方
交

付
税
の
原
資
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
法
人
市
民
税
の

一
部
が
国
税
化
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
法
人
税
割
の
税

率
が
3.7
％
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
業
績
悪
化
も

あ
り
税
収
が
減
少
し
た
が
、

令
和
３
年
度
以
降
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

固
定
資
産
税
が
過
去

10
年
間
横
ば
い
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
決
算

額
は
20
億
722
万
円
と

な
っ
て
お
り
過
去
10
年
間

横
ば
い
で
あ
る
。
土
地
の

価
格
は
下
落
が
続
い
て
い

る
こ
と
や
、
既
存
家
屋
や

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
経

年
に
よ
り
評
価
額
が
下
が

る
た
め
、
課
税
額
は
自

然
に
減
少
す
る
。
し
か
し

答答

答 問

答 問
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沖お
き
ひ
さ久

　
教の

り
ひ
と人

無
所
属

大お
お
た
き滝

　
文ふ

み
の
り則

無
所
属

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て
・

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て
・

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

《
包
括
的
性
教
育
に
つ
い

て
》

命
の
安
全
教
育
に
つ

い
て

子
ど
も
た
ち
を
性
犯

罪
、
性
暴
力
の
加
害

者
、
被
害
者
、
傍
観
者
に

し
な
い
こ
と
を
大
き
な
目

的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

性
感
染
症
の
予
防
に

つ
い
て

エ
イ
ズ
及
び
性
感
染

症
の
増
加
傾
向
と
青

少
年
の
感
染
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
の
疾
病
概
念
や
感

染
経
路
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
。

保
育
園
と
幼
稚
園
の

性
教
育
に
つ
い
て

下
着
や
水
着
で
隠
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
自

分
だ
け
の
特
に
大
切
な
と

こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
見
せ

た
り
触
ら
せ
た
り
し
な
い

こ
と
を
絵
本
や
紙
芝
居
を

用
い
な
が
ら
理
解
を
促
し

て
い
る
。

《
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
》

こ
れ
ま
で
の
取
組
に

つ
い
て

岡
山
県
教
育
旅
行
ガ

イ
ド
の
自
然
学
習
分

野
に
美
星
天
文
台
を
掲
載

し
て
お
り
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

市
内
小
中
高
等
学
校

と
の
連
携
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン

タ
ー
ン
生
が
井
原
高

校
を
訪
問
し
、
英
語
サ
ー

ク
ル
や
書
道
部
と
の
交
流

を
通
し
て
異
文
化
理
解
の

促
進
を
図
っ
た
。

民
間
企
業
と
の
連
携

に
つ
い
て

行
政
は
教
育
旅
行
の

誘
致
に
向
け
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
観
光
政
策
の
取
り

ま
と
め
な
ど
の
役
割
を
担

い
、
民
間
は
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
や
磨
き
上
げ
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を

担
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
取
組
に
つ
い

て本
市
を
は
じ
め
関
係

機
関
や
関
係
団
体
、

事
業
者
、
受
け
入
れ
地
域

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答答

問問問

問問

問問

答答答

答答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

ラ
ー
、
区
画
線
、
標
識
柱

な
ど
令
和
２
年
度
は
36
件
、

約
２
千
500
万
円
、令
和
３
年

度
は
65
件
約
２
千
800
万
円
、

令
和
４
年
度
は
52
件
約
２

千
600
万
円
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

⑥
把
握
し
て
い
る
修
繕
が

必
要
な
案
件
は
、
市
道
が

228
件
、
農
道
が
45
件
、
林

道
が
３
件
で
あ
り
、
損
傷

具
合
、
危
険
度
や
緊
急
性

を
考
慮
し
た
上
で
計
画
的

に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

井
原
市
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
）

井
原
市
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
）

整
備
に
つ
い
て

整
備
に
つ
い
て

井
原
市
が
管
理
す
る

公
共
イ
ン
フ
ラ
に
つ

い
て
６
点
伺
う
。
①
市
道

の
認
定
形
態
と
そ
れ
ぞ
れ

の
延
長
に
つ
い
て
②
過
去

３
年
間
の
道
路
修
繕
金
額

に
つ
い
て
③
軽
微
な
修
繕

（
穴
ぼ
こ
）
等
の
対
応
に

つ
い
て
④
穴
ぼ
こ
等
に
起

因
す
る
事
故
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
⑤

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
⑥
修
繕
を
要
す

る
道
路
の
把
握
状
況
と
今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

①
市
民
の
日
常
生
活

上
必
要
性
の
高
い
道

路
で
あ
る
市
道
が
約
１

千
202
㎞
、
農
道
は
約
467
㎞
、

林
道
が
約
49
㎞
。

②
令
和
２
年
度
約
９
千
900

万
円
、
令
和
３
年
度
約
１

億
４
千
700
万
円
、
令
和
４

年
度
約
１
億
４
千
900
万
円
。

③
市
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
市
民
か
ら
の

情
報
提
供
に
基
づ
き
現
地

確
認
を
行
い
、
軽
微
な
修

繕
で
あ
れ
ば
、
職
員
で
応

急
的
な
対
応
を
し
て
い
る
。

④
道
路
の
陥
没
等
に
よ
り

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

市
が
対
応
窓
口
と
な
り
事

故
受
付
や
調
査
な
ど
を
実

施
し
、
損
害
賠
償
金
の
支

払
い
手
続
き
の
事
務
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

⑤
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、転
落・

横
断
防
止
柵
、
カ
ー
ブ
ミ

問答
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②
基
本
的
に
は
直
接
施
設

ま
で
搬
入
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
個
人
が
直
接
搬
入

さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

品
目
な
ど
に
条
件
を
つ
け

て
市
内
で
仮
置
場
の
よ
う

な
形
で
の
受
け
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
。

仮
置
場
に
持
ち
込
め

る
品
目
は
。

井
原
市
の
指
定
ご
み

袋
で
出
さ
れ
た
も
の

を
考
え
て
い
る
。

中
継
ピ
ッ
ト
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

ク
レ
ー
ン
や
計
量
器

を
備
え
た
大
規
模
な

中
継
ピ
ッ
ト
は
考
え
て
い

な
い
。

坊ぼ
う
の野

　
公き

み
は
る治

無
所
属

多た

が賀
　
信の

ぶ
よ
し祥

無
所
属

井
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
う

井
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
う

ご
み
の
収
集
運
搬
体
制
に
つ
い
て

ご
み
の
収
集
運
搬
体
制
に
つ
い
て

井
原
市
に
お
け
る「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の

井
原
市
に
お
け
る「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の

実
現
へ
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て　

他
１
件

実
現
へ
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て　

他
１
件

《
市
が
実
施
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
に

つ
い
て
》

こ
れ
ま
で
の
取
組
内

容
に
つ
い
て

1
回
目
は
、
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

２
回
目
は
、
１
回
目
の
講

習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の

実
技
を
入
れ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の

講
習
会
を
開
催
し
た
。
本

年
度
は
、
３
回
目
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

の
講
習
会
を
開
催
し
た
。

問

本
年
度
か
ら
２
か
年

か
け
て
こ
ど
も
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
併
せ

て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
の

在
り
方
が
子
ど
も
の
育
ち

や
子
育
て
を
す
る
保
護
者

に
と
っ
て
最
善
か
、
市
を

取
り
巻
く
環
境
や
特
性
等

も
考
慮
し
な
が
ら
、
国
の

動
向
、
他
自
治
体
の
事
例

も
参
考
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て参

加
さ
れ
た
方
に
は

よ
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
お
り
希
望
の
調
査
で

は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
方
法

や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
実
技
を
取
り
入
れ
た

も
の
や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
が
あ
っ
た
。

《
井
原
市
に
お
け
る
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の

実
現
へ
向
け
て
の
取
組
に

つ
い
て
》

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
実
現
に
向
け

て
市
の
組
織
を
再
編
す
る

考
え
は
あ
る
か

答

問問

答

答

問問 答答

現
在
、
井
原
市
、
笠

岡
市
、
浅
口
市
、
里

庄
町
、
矢
掛
町
の
３
市
２

町
で
構
成
す
る
岡
山
県
西

部
衛
生
施
設
組
合
に
お
い

て
、
里
庄
町
に
令
和
８
年

４
月
稼
働
予
定
の
ご
み
焼

却
施
設
の
建
設
が
始
ま
っ

て
い
る
。
新
施
設
は
、
現

在
の
井
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
か
ら
18
㎞
の
距
離
に

あ
り
、
車
で
約
40
分
か
か

る
。
現
在
と
状
況
が
変
わ

る
中
、
次
の
２
点
に
つ
い

て
伺
う
。
①
新
施
設
稼
働

後
の
ご
み
の
収
集
運
搬
体

制
に
つ
い
て
。
②
ご
み
の

直
接
搬
入
へ
の
対
応
に
つ

い
て
。①

現
在
と
同
じ
く
家

庭
系
の
燃
や
す
ご
み

に
つ
い
て
は
許
可
業
者
３

社
に
収
集
運
搬
業
務
の
委

託
を
行
い
、
今
ま
で
ど
お

り
の
収
集
運
搬
を
行
う
。

問

有
害
鳥
獣
駆
除
で
で

た
個
体
の
処
理
に
関

し
て
の
考
え
は
。

井
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
閉
鎖
後
は
、
新

施
設
で
の
処
理
に
な
る
。

新
施
設
が
完
成
し
て
、
運

用
方
法
、
料
金
体
系
が
決

ま
っ
て
か
ら
猟
友
会
等
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

運
搬
距
離
が
遠
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

組
合
で
の
負
担
割
合
の
軽

減
は
あ
る
の
か
。

特
に
負
担
割
合
が
変

わ
る
と
い
っ
た
こ
と

は
な
い
。

答

答答 問問
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宮み
や
じ地

　
俊と

し
の
り則

無
所
属

柳や
な
ぎ
は
ら原

　
英え

い
こ子

無
所
属

学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
校
プ
ー
ル
１
校
当

た
り
の
年
間
維
持
管

理
費
と
建
て
替
え
時
の
費

用
を
伺
う
。

維
持
管
理
費
は
25
ｍ

プ
ー
ル
で
約
55
万
円
、

50
ｍ
プ
ー
ル
で
約
97
万
円
。

建
て
替
え
に
は
約
２
億
円

の
費
用
が
か
か
る
。

学
校
プ
ー
ル
は
ほ
と

ん
ど
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
建
築
後
50
年
以
上

経
過
し
た
プ
ー
ル
が
６
校

あ
り
、
傷
み
が
激
し
い
。

各
学
校
の
校
長
先
生
の
声

と
し
て
、
校
内
の
プ
ー
ル

は
熱
中
症
対
策
で
使
用
が

難
し
い
上
、
水
質
管
理
な

ど
職
員
負
担
が
大
き
く
、

費
用
対
効
果
は
小
さ
い
。

今
後
プ
ー
ル
を
ど
う
す
る

の
か
、
学
校
外
の
屋
根
付

き
プ
ー
ル
の
利
用
を
考
え

る
時
で
は
な
い
か
と
の
声

に
ど
う
答
え
る
の
か
。

建
て
替
え
に
は
１
校

当
た
り
約
２
億
円
の

費
用
が
掛
か
り
難
し
い
。

更
新
時
期
が
き
た
も
の
は

複
数
学
校
で
の
共
同
使
用

な
ど
を
検
討
し
た
い
。

井
原
Ｂ
＆
Ｇ
の
利
用

が
で
き
な
い
か
、
と

の
声
が
多
い
が
ど
う
か
。

美
星
小
中
学
校
は
既
に
美

星
Ｂ
＆
Ｇ
を
利
用
し
て
お

り
、
評
判
は
非
常
に
良
い
。

Ｂ
＆
Ｇ
の
使
用
に
は

利
用
し
て
い
る
一
般

市
民
と
の
調
整
、
移
動
時

間
に
伴
う
他
の
授
業
時
数

を
確
保
す
る
計
画
が
必
要

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

井
原
Ｂ
＆
Ｇ
は
休
館

日
の
月
曜
日
で
あ
れ

ば
、
受
け
入
れ
は
可
能
と

の
こ
と
で
あ
り
、
芳
井
町

の
「
あ
す
わ
」
に
も
金
曜

日
が
休
館
日
な
の
で
可
能

と
の
答
え
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
教
職
員
組
合
か
ら

Ｂ
＆
Ｇ
利
用
の
要
望
も
既

に
出
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
雨
天
時
に
も
使
え
、

温
水
プ
ー
ル
な
の
で
利
用

期
間
の
幅
も
広
が
る
Ｂ
＆

Ｇ
を
利
用
す
る
方
向
で
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｂ
＆
Ｇ
等
を
使
う
有

効
性
と
課
題
の
検
討
、

そ
う
い
っ
た
方
法
を
望
ん

で
い
る
学
校
と
も
し
っ
か

り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

答

問問

問問

答

答 答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

平
櫛
田
中
美
術
館
は
、

全
国
に
誇
れ
る
美
術

館
で
あ
り
、
魅
力
あ
る
企

画
を
展
開
し
、
運
営
に
工

夫
し
て
い
く
。

《
小
中
学
校
及
び
市
立
高

校
に
お
け
る
生
理
の
貧
困

に
つ
い
て
》

小
中
学
校
や
市
立
高

校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
が
置
か
れ
て
い
る
か
。

保
健
室
に
生
理
用
品

を
常
備
し
て
お
り
、

ト
イ
レ
に
は
置
い
て
は
い

な
い
。

平
櫛
田
中
美
術
館
を
井
原
市
の
活
性
化
に

平
櫛
田
中
美
術
館
を
井
原
市
の
活
性
化
に

ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か　

他
１
件

ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か　

他
１
件

答 答問

《
平
櫛
田
中
美
術
館
の
活

用
に
つ
い
て
》

平
櫛
田
中
美
術
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
８
か
月
、
第
30

回
平
櫛
田
中
賞
の
特
別
展

も
好
評
で
、
こ
れ
ま
で
に

２
万
人
が
訪
れ
た
。
来
年

に
は
、
鏡
獅
子
が
里
帰
り

す
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

ど
う
井
原
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。
お
客

様
の
声
と
し
て
美
術
館
の

グ
ッ
ズ
が
少
な
い
、
お
土

産
が
買
え
な
い
、
飲
食
店

が
近
く
に
な
い
な
ど
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

来
館
者
が
美
術
館
周

辺
で
飲
食
店
な
ど
を

探
さ
れ
る
場
合
、
独
自
の

マ
ッ
プ
を
準
備
し
情
報
提

供
し
て
い
る
。
美
術
館
に

カ
フ
ェ
を
作
り
込
む
こ
と

は
難
し
い
。
会
館
喫
茶
も

オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
そ

ち
ら
と
お
客
様
を
つ
な
げ

る
と
い
っ
た
、
ソ
フ
ト
面

で
対
応
し
て
い
く
。

市
民
無
料
デ
ー
を
設

け
て
は
ど
う
か
。

他
の
美
術
館
の
無
料

開
放
の
状
況
を
参
考

に
研
究
す
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用

に
約
16
億
３
千

300
万

円
、
維
持
費
は
人
件
費
だ

け
で
年
間
約
４
千
万
円
、

こ
れ
に
対
し
４
月
か
ら
の

入
場
料
は
約

800
万
円
で
あ

り
、
年
間
約
３
千
万
円
の

赤
字
は
ど
う
解
消
し
て
い

く
の
か
。

問

問問

答

答
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削
減
に
向
け
て
啓
発
チ
ラ

シ
や
市
広
報
誌
、
小
学
生

へ
の
ポ
ス
タ
ー
募
集
な
ど

で
啓
発
し
て
い
る
。
さ
ら

に
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

購
入
支
援
や
市
環
境
フ
ェ

ア
で
井
原
お
も
い
や
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
給
食
の
残
飯
は
給
食
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
帰
り
脱
水

処
理
し
た
後
、
有
機
肥
料

に
加
工
し
活
用
し
て
い
る
。

災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
は

日
付
を
デ
ー
タ
管
理
し
て

い
て
、
賞
味
期
限
間
近
の

備
蓄
品
は
イ
ベ
ン
ト
や
防

災
訓
練
な
ど
で
使
用
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
本
市

で
は
30
・
10
運
動
も
実
施

し
て
お
り
さ
ら
に
市
民
と

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
。

香
り
に
よ
る
健
康
被

害
で
化
学
物
質
過
敏 柳や

な
い井

　
一か

ず
の
り徳

無
所
属

惣そ
う
だ
い台

　
己み

よ
し吉

無
所
属

食
品
ロ
ス
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

他
１
件

他
１
件

歴
史
資
源
を
活
か
し
た

歴
史
資
源
を
活
か
し
た

観
光
施
策
に
つ
い
て　

他
１
件

観
光
施
策
に
つ
い
て　

他
１
件

歴
史
資
源
を
活
か
し

た
観
光
施
策
に
つ
い

て
《
歴
史
資
源
を
活
か

し
た
観
光
の
取
組
》

　
本
市
は
戦
国
の
名
将
北

条
早
雲
や
源
平
屋
島
の
合

戦
で
扇
の
的
を
見
事
射
落

と
し
た
那
須
与
一
な
ど
歴

史
に
名
を
は
せ
た
偉
人
た

ち
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。

　
北
条
早
雲
に
関
す
る
取

組
は
、
歴
史
＆
山
城
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
宇
野
睦む

つ
み

さ
ん

が
昨
年
度
か
ら
高
越
城
址

の
魅
力
の
再
発
掘
に
携
わ
っ

て
お
り
、高
越
城
址
の
映
像

制
作
を
は
じ
め
、
高
屋
町

に
あ
る
戦
国
時
代
の
山
城
、

高
屋
城
も
熱
心
に
散
策
さ

れ
た
。
今
後
も
山
城
を
活

か
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

　
那
須
与
一
に
関
す
る
取

組
は
、
弓
道
体
験
が
人
気

問

心
身
障
害
者
医
療
費

公
費
負
担
制
度
の
対

象
者
拡
大
に
つ
い
て

現
在
の
助
成
対
象
者

は
、
65
歳
ま
で
に
身

体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
身
体

障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育

手
帳
Ｂ
判
定
の
両
方
の
交

付
を
受
け
て
い
る
重
度
の

心
身
障
害
者
が
該
当
と

な
っ
て
お
り
、
精
神
障
害

者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
９
月
岡
山
県
議
会
に
お

い
て
、
疾
病
の
あ
る
人
が

身
近
な
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
取
組
を
第
９
次

岡
山
県
保
健
医
療
計
画
に

位
置
付
け
、
精
神
障
害
の

あ
る
人
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
導
入
を
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
検
討
し
て
い

く
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

本
市
は
県
の
対
応
状
況
を

注
視
し
て
い
く
。

で
、
今
後
は
井
原
弓
道
会

と
連
携
し
て
、
テ
キ
ス
ト

の
多
言
語
化
な
ど
受
入
環

境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

《
広
域
で
の
歴
史
資
源
を

活
か
し
た
観
光
の
取
組
》

　
宇
野
睦
さ
ん
が
深
く
関

わ
り
、
国
内
旅
行
者
向
け

ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
の
開
発
や
、

井
原
鉄
道
の
戦
国
列
車
の

車
両
の
内
外
装
の
デ
ザ
イ

ン
を
監
修
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組

は
、
歴
史
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
本
市
の
資
源
と
井
原
線

沿
線
の
資
源
を
連
動
さ
せ
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

答

答 問

家
庭
、
飲
食
店
で
の

食
べ
残
し
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
売

れ
残
り
な
ど
の
食
品
ロ
ス

が
発
生
し
て
い
る
現
状
が

あ
り
、
政
府
は
２
０
１
９

年
に
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

法
を
制
定
し
た
が
、
食
品

ロ
ス
量
は
全
国
で
約

520
万

ト
ン
も
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
食
品
ロ
ス
削
減
の
目
標

が
示
さ
れ
て
お
り
、
各
自

治
体
で
は
削
減
目
標
達
成

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で

の
食
品
ロ
ス
削
減
目
標
達

成
の
た
め
の
取
組
に
つ
い

て
、
ま
た
、
学
校
給
食
の

残
飯
処
理
に
つ
い
て
、
災

害
備
蓄
品
の
賞
味
期
限

の
日
付
管
理
に
つ
い
て
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
活
用
に
つ
い

て
４
点
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

本
市
で
は
食
品
ロ
ス

問

症
の
患
者
へ
の
治
療
法
が

確
立
し
て
な
く
予
防
が
大

切
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

本
市
で
の
こ
の
患
者
へ
の

配
慮
や
予
防
の
認
識
に
つ

い
て
、
ま
た
、
学
校
の
体

操
服
な
ど
の
洗
濯
で
柔
軟

剤
を
控
え
る
啓
発
や
公
共

施
設
ト
イ
レ
の
芳
香
剤
の

使
用
の
配
慮
、
市
民
へ
の

啓
発
と
周
知
に
つ
い
て
４

点
伺
う
。

市
民
か
ら
の
相
談
は

な
い
が
、
悩
む
方
は

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

予
防
の
大
切
さ
の
啓
発
や

施
設
ト
イ
レ
へ
の
芳
香
剤

も
配
慮
し
て
準
備
し
、
市

民
へ
ポ
ス
タ
ー
を
活
用
し

啓
発
を
図
っ
て
い
く
。
学

校
で
も
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

活
用
し
、
柔
軟
剤
の
使
用

を
控
え
る
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。

答

答

問
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〇
総
合
計
画
に
つ
い
て

【
恵
那
市
の
総
合
計
画
に

つ
い
て
】

①
恵
那
市
の「
ま
ち
づ
く

り
」
の
根
幹
を
な
す
も
の

②
市
の
最
上
位
の
計
画

③
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
の
３
つ
で
構
成

④
第
２
次
恵
那
市
総
合
計

画
の
期
間
は
10
年
計
画（
平

成
28
年
度
～
令
和
７
年
度：

前
期
５
年
、
後
期
５
年
）

⑤
行
政
の
み
で
は
な
く
、

市
民
、
地
域
、
企
業
、
各

種
団
体
な
ど
が
主
体
的
に

参
画
、
連
携
す
る
計
画
と

す
る
た
め「
総
合
計
画
審

議
会
」、「
市
民
意
識
調

査
」、「
地
域
懇
談
会
」
な

ど
市
民
の
声
を
取
り
入
れ

て
策
定

⑥
平
成
23
年
の
地
方
自
治

法
一
部
改
正
で
総
合
計
画

（
基
本
構
想
）
の
法
的
な

策
定
義
務
が
な
く
な
る

【
総
合
計
画
推
進
市
民
委

員
会
に
つ
い
て
】

職
員
が
「
キ
ム
チ
で
ま
ち

お
こ
し
を
」
と
市
長
に
提

案
し
、
何
も
な
い
ゼ
ロ
か

ら
の
状
態
で
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

【
現
在
の
主
な
取
組
】

「
認
定
店
」：
42
店
舗
（
令

和
５
年
９
月
末
現
在
）

「
年
間
売
上
」：
約
１
億
１

千
940
万
円
（
令
和
３
年
）、

約
１
億
４
千
330
万
円
（
令

和
４
年
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」：
キ
ム

チ
商
品
セ
ッ
ト
、
キ
ム
チ

カ
レ
ー
、
キ
ム
チ
認
定
料

理
店
食
事
券

「
キ
ム
チ
漬
け
講
習
会
」：

年
間
４
回（
12
月・
１	

月
）

参
加
者
約
100
人

〇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条

例
に
つ
い
て

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制

度
に
つ
い
て
】

　

取
組
の
背
景
と
し
て
、

近
江
八
幡
市
で
は
、
職
場

で
職
員
に
対
し
て
行
わ
れ

た
恐
喝
事
件
や
不
適
切
な

予
算
執
行
事
例
等
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
再
発
防
止

と
行
政
の
透
明
性
や
公
正

な
職
務
遂
行
を
確
保
す
る

た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
設

置
及
び
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
条
例
の
制
定
か
ら
な

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制

度
を
導
入
し
た
。

【
外
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
取
組
】

　
今
ま
で
個
人
で
対
応
し

て
き
た
も
の
が
組
織
で
対

応
す
る
よ
う
に
な
り
、
組

織
へ
の
信
頼
性
が
高
ま
り

帰
属
意
識
も
強
ま
っ
た
。

【
内
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
取
組
】

　
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
、

常
に
関
係
法
令
や
条
例
等

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

行
政
視
察

総務産業総務産業
委員会委員会

岐
阜
県

恵え

な

し

那
市

〇
「
都
市
（
ま
ち
）
お
こ

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ

い
て

【
各
務
原
キ
ム
チ
で
都
市

（
ま
ち
）
お
こ
し
】

　
各
務
原
キ
ム
チ
の
誕
生

は
、
韓
国	

春
川
（
チ
ュ

ン
チ
ョ
ン
）
市
と
の
交
流

が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

平
成
11
年
、
春
川
市
と
の

交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平

成
15
年
に
は
姉
妹
都
市
提

携
を
結
び
、
日
本
で
も
韓

流
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と

な
っ
た
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」

の
ロ
ケ
地
が
、
春
川
市
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
姉
妹

都
市
提
携
１
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、『「
冬
の
ソ
ナ

タ
」
春
川
物
語
』
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
地
域

の
人
が
手
作
り
し
た
キ
ム

チ
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
キ

ム
チ
が
大
人
気
で
、
イ
ベ

ン
ト
の
終
了
後
も
問
い
合

わ
せ
が
非
常
に
多
く
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
の
若
手

岐
阜
県

各か
か
み
が
は
ら
し

務
原
市

滋
賀
県

近お
う
み
は
ち
ま
ん
し

江
八
幡
市

　令和５年１０月２３日～２５日の３日間、岐阜
県及び滋賀県において行政視察を行いました。

※行政視察の詳細については、井原市議会ホームページ「行政視察報告書」をご覧ください。

①
所
掌
事
務

　
総
合
計
画
の
進
行
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
基
本

計
画
の
変
更
等
重
要
な
事

項
に
つ
い
て
市
長
に
提
言

す
る（
委
員
は
現
在
13
名
、

商
工
会
議
所
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
自
治
区
会
・
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
）

②
総
合
計
画
の
効
果
検
証

　
内
部
評
価
と
し
て
市
長
、

副
市
長
、
各
部
長
に
よ
り

構
成
さ
れ
る「
経
営
会
議
」

に
て
効
果
を
検
証

　
外
部
評
価
と
し
て
推
進

市
民
委
員
会
で
効
果
を
検

証③
会
議
の
内
容

　
通
常
年
２
回
開
催
、
１

回
目
は
前
年
度
事
業
の
施

策
評
価
を
実
施
。
２
回
目

は
市
民
意
識
調
査（
毎
年

秋
に
実
施
）
の
結
果
報
告

な
ど
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厚生文教厚生文教
委員会委員会

※行政視察の詳細については、井原市議会ホームページ「行政視察報告書」をご覧ください。

行
政
視
察

　令和５年１０月１０日～１２日の３日間、島根
県及び山口県において行政視察を行いました。

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
つ
い
て

【
市
の
概
要
】

人
口
：
４
万
３
千
762
人

世
帯
数
：
２
万
１
千
246
世

帯（令
和
５
年
11
月
末
現
在
）

学
び
を
通
じ
た
「
人
が
育

つ
ま
ち
益
田
」
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推

進
。

・
学
校
を
核
と
し
た
地
域

の
創
生
。

・
学
校
と
地
域
の
つ
な
が

り
を
創
る
取
組
の
充
実
。

・
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
運
営
。

教
員
免
許
を
持
っ
た
社
会

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置

・
公
民
館
と
い
う
地
域
の

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

ナ
ー
の
存
在
。

・
学
校
内
に
在
籍
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
学
校

を
拠
点
と
し
た
取
組
。

教
育
魅
力
化
推
進
協
議
会

を
設
置
し
て
、
０
歳
児
か

ら
の
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。

・「
自
ら
学
び
続
け
る
」

地
域
総
ぐ
る
み
に
よ
る

０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ

く
り
。

・「
ヨ
コ
の
連
携
」
保
育

園
・
学
校
と
家
庭
・
地

域
・
行
政
が
連
携
し
た
、

社
会
に
開
か
れ
た
教
育

環
境
づ
く
り
。

・「
タ
テ
の
連
携
」
０
歳

児
か
ら
18
歳
ま
で
の
系

統
性
の
あ
る
教
育
環
境

づ
く
り
。

・「
０
歳
か
ら
の
学
び
」

０
歳
か
ら
就
学
前
の
幼

児
教
育
の
充
実
と
親
へ

の
学
び
の
環
境
づ
く
り
。

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置

・
〇
〇
×か

け
る学
び
の
考
え
で

課
題
・
困
り
感
、
や
っ

て
み
た
い
の
伴
走
者
。

・
Ｈ
型
人
材
、
専
門
分
野

に
対
す
る
深
い
知
見
を

持
ち
、
同
時
に
他
の
分

野
に
お
い
て
も
理
解
を

示
し
、
自
分
の
経
験
を

組
み
合
わ
せ
活
用
で
き

る
人
材
。

果
と
課
題

（
成
果
）

・
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
。

・
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
や

愛
着
の
高
ま
り
。

・
自
分
の
成
長
へ
の
見
通

し
。
自
覚
や
下
級
生
へ

の
思
い
や
り
。
自
己
有

用
感
の
高
ま
り
。

・
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
の
育
成
（
広
い
年
齢

間
・
集
団
で
の
）。

（
課
題
）

・
高
学
年
児
童
の
リ
ー

ダ
ー
性
の
育
成
。

・
学
校
文
化
の
違
い
（
教

職
員
間
の
意
識
の
違
い
）

・
施
設
分
離
型
に
お
け
る

移
動
手
段
、
時
間
の
確

保
。

・
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
必
要
。

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
あ
る

こ
と
で
、
拘
束
さ
れ
ず

副
業
も
Ｏ
Ｋ
。

〇
０
歳
児
か
ら
の
ひ
と
づ

く
り
事
業
に
つ
い
て
（
教

育
の
魅
力
化
）

【
町
の
概
要
】

人
口
：
６
千
593
人

世
帯
数
：
３
千
319
世
帯

（
令
和
５
年
11
月
末
現
在
）

島
根
県

益ま

す

だ

し

田
市

〇
小
中
一
貫
教
育
校
に
つ

い
て

【
市
の
概
要
】

人
口
：
４
万
２
千
779
人

世
帯
数
：
２
万
２
千
704
世

帯（令
和
５
年
11
月
末
現
在
）

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
成

島
根
県

津つ
わ
の
ち
ょ
う

和
野
町

山
口
県

萩は
ぎ
し市
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いばら市議会だより 令和６年   ２月



委 

員 

長　

西
村
慎
次
郎

副
委
員
長　

多
賀　

信
祥

委　
　

員　

宮
地　

俊
則

　
　

〃　
　

西
田　

久
志

　
　

〃　
　

坊
野　

公
治

　
　

〃　
　

山
下　

憲
雄

　
　

〃　
　

柳
原　

英
子

　
　

〃　
　

沖
久　

教
人

　
酷
寒
の
中
、
春
の
暖
か
い
陽
射
し

が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
が
、子
ど
も
達
に
は
そ
れ
ぞ
れ

未
来
に
向
か
っ
て
思
い
っ
き
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
昨
年
よ
り
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設

し
、「
市
議
会
だ
よ
り
」
も
「
読
む

広
報
」
か
ら
「
観
る
広
報
」「
聴
く

広
報
」
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
皆
様
か
ら
「
期
待
」

さ
れ
「
理
解
」
さ
れ
る
市
議
会
を
目

指
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
宮
地
俊
則
）

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
は
一
般
に
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日

の
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
で
受
付

い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
で
傍
聴
券
の
交
付
を
受
け

（
先
着
順
）、
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
場　
　
　
38
名
（
う
ち
８
席
は
報
道
用
）

　
委
員
会
室　
　
　
10
名

　
全
員
協
議
会
室　
５
名

　井原市議会のホームページでは、平成２４年２月定例
会分から常任委員会の会議録（要点筆記）を公開してい
ます。また、平成９年３月定例会以降の本会議の会議録
を検索することができます。
   市のホームページから市議会ホームページへアクセス
し、「会議録」をクリックしてください。
　（井原市ホームページアドレス：
　　　　　　http://www.city.ibara.okayama.jp）
　なお、この会議録につきましては、正式な会議録とは
若干異なります。

〜 会議録の検索 〜

井 原 市 議 会
ホームページ

２月定例会の仮日程

　日程については、２月２０日（火）の
議会運営委員会で協議した後、ホーム
ページ等でお知らせします。

２月２７日（火） 開 　 　 会
（市長の提案説明）

２月２９日（木） 一 般 質 問
３月　４日（月） 一 般 質 問
３月　５日（火） 一 般 質 問
３月　６日（水） 議 案 審 議
３月　７日（木） 新年度予算審議
３月　８日（金） （厚生文教委員会）
３月１１日（月） （総務産業委員会）
３月１３日（水） （予算決算委員会）
３月１４日（木） （予算決算委員会）

３月１８日（月） 議 案 審 議 ・ 閉 会

傍
聴
者
の
定
員

傍
聴
者
の
定
員

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

秋
田
県
大お
お
だ
て
し

館
市
議
会

（
令
和
５
年
11
月
７
日
）

「
い
ば
ら
歴
史
館
、
史
跡
を
活
か

し
た
観
光
に
つ
い
て
」

「
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
組
に

つ
い
て
」

大
分
県
国く

に
さ
き
し

東
市
議
会

（
令
和
５
年
11
月
15
日
）

「
ひ
と
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
」

　

次
の
２
市
の
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
視
察
に
訪
れ
、

当
市
の
取
組
に
つ
い
て
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
視
察
の

行
政
視
察
の
受
け
入
れ

受
け
入
れ
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